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第５章 計画の推進 

１ 計画の周知・広報 

食育の推進は、市民一人ひとりの努力と実践を基本とし、その輪を広げ、家庭や地域な

ど集団で取り組むことでより推進します。そのため、この計画の趣旨を市民が理解し、日々

の生活の中で食育の実践ができるよう、計画の周知・広報を積極的に行います。 

 

２ 計画の推進体制 

 この計画を推進するため、また、市民に対してより効果的な支援を行うための環境づく

りを進めるため、県や医療機関等の関係機関、健康推進員や自治会など地域団体とも連携

をするとともに、市役所の関係各課が連携し、全庁的な取組を展開します。 

 

３ 計画の進行管理 

 この計画に基づく施策や取組については、「守山市健康づくり推進協議会」において進

捗状況を確認するとともに、平成 31 年度には中間評価を行い、必要に応じて施策の充実

や見直しをすることで、計画の目標達成に向け着実に推進していきます。 
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コラム：守山市健康推進員による食育活動について 

 健康推進員は、地域での健康づくりを推進するボランティアです。連絡協議会では、食

育の推進のため、身近な地域でさまざまな活動を行っています。 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

対象に合わせた食育講座 

地域で食育を積極的に推進するため、「たべるの大すき  

プロジェクト」を立ち上げ、各学区において活動しています。

内容は、離乳食の作り方や親子での料理教室、生活習慣病  

の予防、高齢者の食事など、対象者に合わせてさまざまです。 

これらの内容を対象者にわかりやすく、楽しく伝えるため  

 に、実物の食材を見せたり、食育紙芝居やエプロン 

シアターの上演、特大メタボメジャーといった  

媒体の使用などの工夫をしています。 

 

地域に密着した活動 

健康推進員の活動は、自治会や学区におけるサロン、  

地域の園や学校での活動がメインです。「私達の健康は私達

の手で」をスローガンに、「地域大すきプロジェクト」を

立ち上げ、地元の健康推進員が、地元の皆さんの  

健康づくりや食育の推進のお手伝い  

をしています。 

調理実習の実施 

食育の推進において、調理実習はとても大きな意義  

を持っています。離乳食教室でお母さん方が実際に調理して 

いるところを見ながら質問できるようにする、親子料理教室

で子どもでも調理に安全に参加できる工程と作業場を用意  

する、生活習慣病予防教室で座学を組み合わせるなど 

対象者に合わせた調理実習を企画しています。  

 

衛生への配慮 

調理実習や食事の提供といった調理を伴う活動に  

おいては、衛生について気を付けています。抵抗力の 

弱い乳幼児や高齢者への食物の提供や食中毒関連の注意

報・警報発令時の調理は特に注意しています。  

検食を調理の度に保存し、もしもの時に 

備えています。 
 




